
整理番号  12 

事 前 評 価 個 表 

事業名 森林環境保全整備事業（国有林） 事業実施期間 令和６年度～令和 10 年度（５年間） 

事業実施地区名 
（都道府県名） 

（きなん） 
紀南森林計画区 
（和歌山県） 

事業実施主体 
近畿中国森林管理局 
和歌山森林管理署 

事業の概要・目的 本事業は、和歌山県田辺
た な べ

市を含む２市７町１村に所在する 11 千 ha の国有林野

を対象としている。 

本計画区は、和歌山県南部に位置し、北は三重県、奈良県、紀中
きちゅう

森林計画区に接

し、西部から南部を経て東部にかけては紀伊
き い

水道、熊野灘
くまのなだ

に面しており、北部の果
はて

無
なし

山脈と南部の日置川
ひ き が わ

、熊野川の水源地帯、大浜
おおはま

海岸などに大小の団地が散在して

いる。 

本計画区内の森林面積 211 千 ha に占める国有林野の割合は５％と低いものの、

国有林野面積の 92％が水源かん養保安林に指定されており、重要な水源涵
かん

養機能

の一端を担っている。 

また、本計画区の一部の国有林は、世界文化遺産や「吉野
よ し の

熊野国立公園」等に指

定されており、その豊かな森林景観から地域の重要な観光資源にもなっており、ハ

イキングや自然散策など森林を利用した保健休養の場として多くの人に利用され

ている。 

 本計画区内の国有林は、人工林率が 52％と和歌山県内の民有林の人工林率 61％

に対して低い水準にあるが、一方で森林蓄積の約９割が 10 齢級以上と森林資源と

して成熟した林分となっており、充実した森林資源を活用すると同時に計画的に

再造成すべき段階にある。 

このため、森林の有する公益的機能の持続的な発揮と併せて木材の安定供給及

び地域の活性化に貢献するため、植栽や保育等の森林整備を積極的に実施すると

ともに、自然環境に配慮した路網整備に取り組む必要がある。 

本事業では、これら人工林について、作業効率の向上とコスト縮減を図るため、

主伐箇所では積極的にコンテナ苗を採用した伐採・造林一貫作業システムを推進

するとともに、地球温暖化防止をはじめ、水源涵養機能や土砂流出防止機能等の森

林の有する公益的機能の維持増進を図るため、間伐等の保育作業を実施し、効率的

な森林整備を実施するとともに路網を整備し、間伐材等の利用促進に取り組んで

いくこととする。 



・主な事業内容 森林整備 更新面積    315 ha 

保育面積   2,398 ha 

路網整備 開設延長    1.00 km 

改良延長    0.27 km 

 

・総事業費   2,612,441 千円（税抜き 2,374,946 千円） 

 

費用便益分析 

 

総便益（Ｂ）    12,388,459 千円 

 

総費用（Ｃ）     2,720,195 千円 

 

分析結果（Ｂ／Ｃ）    4.55 

 

森林管理局事業評価

技術検討会の意見 

 定量的な費用対効果分析の結果及び定性的な評価結果を総合的に検討した結

果、事業の実施は妥当である。 

 

評価結果  

 

 

 

 

・必要性： 地球温暖化防止対策や土砂流出防止、水源涵養、保健休養等の公益

的機能の発揮等が求められている地域であり、事業の必要性が認めら

れる。 

・効率性： 路網整備においては、現地の地形、地質に適した工種によって、森

林整備箇所へのアクセスを向上させ、また、森林整備においても現地

の状況に応じた更新・保育作業を効率的に行うことにより、コストの

増加を抑えていくこととしており、費用便益分析の結果からも、事業

の効率性が認められる。 

・有効性： 森林資源の現況や路網の整備状況を踏まえた計画的な森林整備によ

り、森林の有する公益的機能の発揮が十分図られることから、事業の

有効性が認められる。 

 

 新規地区採択に当たっての審査項目（チェックリスト）、費用便益分析及び各

観点からの評価を踏まえて総合的かつ客観的に評価したところ、森林の重視すべ

き機能に応じた適切な森林整備及び路網整備が効率的に計画されていると認めら

れる。 

 

 

 

 



様式１

事 業 名　： 都道府県名： 和歌山県

施行箇所 ： （単位：千円）

中　区　分 評価額

水源涵養便益 洪水防止便益 2,846,098

流域貯水便益 943,515

水質浄化便益 3,759,544

山地保全便益 土砂流出防止便益 1,994,844

環境保全便益 炭素固定便益 319,065

木材生産等便益 木材生産経費縮減便益 2,996

木材生産確保・増進便益 417,872

森林整備経費縮減等便益 森林整備促進便益 2,104,525

総　便　益    （Ｂ） 12,388,459

2,720,195

12,388,459

2,720,195

便　益　集　計　表
（森林整備事業）

森林環境保全整備事業（国有林）

紀南森林計画区

大　区　分 備　　　　考

総　費　用    （Ｃ）

費用便益比 Ｂ÷Ｃ＝ ＝ 4.55



森林環境保全整備事業 紀南森林計画区 事業概要図

新植

下刈

列状間伐路網開設

【主な事業内容】森林整備 更新面積 315 ha

保育面積 2,398 ha

路網整備 開設延長 1.00 km

改良延長 0.27 km




